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●外壁の切込み作業中は、必ず保護めがねおよび防塵マスクを着用してください。粉塵を吸い込
むと健康を害するおそれがあります。
●モール脱落の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・本製品は木造用ですので、木造以外の躯体には使用しないでください。
・モール取付けは指定のねじで取付けしてください。
・ねじは2.5±0.5N・m｛25±5kgf・cm｝のトルクで止めた後、ゆるみ・ガタツキのないこ
とを確認してください。
●アルミ箔付防水テープ張付けの際には、必ず手袋の着用をしてください。アルミ箔付
防水テープには鋭利な部分があるため、ケガをするおそれがあります。

●漏水の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・指定個所へは、必ずシーリング材（有償品または別途現地で手配）を充てんしてください。
・排水経路を確保するため、下部端部キャップにはプッシュボタンを取付けないでください。
・排水経路を確保するため、下部端部キャップの下側、および、下モールの下側は、シーリングをしないでください。
・シーリング材は、１成分形変成シリコーンを使用してください。
・シーリング材専用のプライマーを使用してください。
・シーリング処理は防水テープとつながるようにしてください。
・外壁切込みは、防水紙や躯体を切らないように行ってください。
・防水テープは必ずアルミ箔付防水テープ（有償品）を使用してください。
・アルミ箔付防水テープを指定箇所に張付け、躯体内へ水が流れないようにしてください。
・躯体へ下穴をあけた場合は、必ず下穴へシーリング材を充てんしてから、取付けねじを取付けてください。

注  意!

■取付けされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

●この説明書は、必ず取付けされる方へお渡しください。

注  意!

■部材・部品一覧

■取付け上のお願い
●必ず指定の組立てねじを使用してください。
●モールの連結部に無理な力をかけないでください。モールが変形するおそれがあります。
●取付説明書および取付け部品セット・取付けねじセットは、必ず取付けされる方へお渡しください。
●サッシ本体の取付け、ガラスの入れ方などは、各製品の取付説明書をご覧ください。
●樹脂部材のねじ締めの際は、締め過ぎないようにしてください。樹脂が割れたり、ねじが貫通したりするおそれがあります。
●モール取付けの際には、モール形材が変形しないようにねじ締めしてください。

…取付けを誤った場合、使用者などが中程度の傷害、軽傷を負う危険または物的損害
の発生が想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

縦モール…2本
※

※

横モール…2本 縦モール…2本 横モール…2本 ねじカバー※

縦用2本、横用2本

■部品セット内容一覧
㋑サッシ取付けねじ
丸木ねじφ3.5×25

㋺モール取付けねじ
ナベタッピンねじ
（1種）φ5×90

㋥モール組立てねじ
ナベタッピンねじ

  （2種）φ4×35（G5）　

㋩端部キャップ

12～32本 16～44本
L×2個
R×2個

L×1個
R×1個8本 10個 3個

モール組立て用部品セット
㋬チリ出し
ブロック

㋭プッシュボタン
φ8用

㋣端部キャップ
（入隅用）

カバーモール

※入隅用の場合は縦モール、ねじカバー縦用の数が1本になります。

※入隅用の場合はL×1個、R×1個になります。

カットモール カバーモール・カットモール共通
縦モール…1本
入隅用

水切り…1本
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取付説明書リプラス 汎用カットモール
リプラス 汎用カバーモール
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ねじカバー

㋥

㋺

㋩

カバーモール

室外側

㋭

既設枠
既設サッシ

追加木枠

取付けねじ
（別途）

新設サッシ

へ

㋑

開口部

新設サッシ

㋑

へ

水切り

カットモール

ねじカバー

㋥

㋺

㋭
㋩

室外側

■構成図
●汎用カバーモール

●汎用カットモール
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■汎用カバーモール 取付け順序
1新設サッシ取付け前準備

既設サッシ

外壁材

①新設サッシを取付けるための追加木枠を取付けてください。
※取付けねじは両端100mmピッチ450ｍｍ以下で躯体にかかる様に取付けてください。
※追加木枠、および、取付けに付随するねじは、お客さま手配になります。
※追加木枠はリフレムⅡカタログ参照の上、指定寸法のものをご使用ください。
②取付け後、追加木枠にガタツキやぐらつきがないことを確認してください。

室外側 室外側 室外側

1既設サッシの準備

2開口の準備

既設障子

取外す シーリング

①既設サッシの障子を外します。
②既設サッシに付いている部品（上・下枠ストッパー、結露受けなど）を取外します。
③サッシのコーキングシーラーが劣化しているおそれがあるため、サッシのコーナー部にシーリング処理してください。

■アングルカバーを使用する場合

■カバーモール用ケーシングを使用する場合
　既設サッシ窓枠に合わせてください。

取付けねじ（別途）

追加木枠（別途）

既設サッシ

デュオ・シンフォニー
（サーモスⅡ）

取付けねじ（別途）

追加木枠（別途）

45～48(55～58)

45～48(55～58)

取付けねじ（別途）

追加木枠（別途）

既設サッシ

取付けねじ（別途）

追加木枠（別途）

デュオ・シンフォニー
（サーモスⅡ）

45～48
(55～58)
45～48
(55～58)

45～48
(55～58)
45～48
(55～58)
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2新設サッシの取付け
1新設サッシの取付け

❶

❹

❸ ❷

アルミ箔付
防水テープ

アルミ箔付
防水テープ

②

①

追加木枠

アルミ箔付
防水テープ

②

①

止水シール材新設サッシ

室内側

室内側 室内側室外側

室外側

❸

❹ ❷

❶

①組立てした新設サッシの釘打ちフィン
裏面に止水シール材（別売品）を張付
けてください。

※止水シール材は、下方から上方の順番
❶～❹で貼付けし、重ね合わせ部、部
材との取合い部などは浮き・すき間無く
張付けてください。

※リケイ紙は、汚れ不着を防止するため、
サッシを取付けるまでははがさないで
ください。（重ね合わせ部はリケイ紙を
はがして圧着してください）

②止水シール材のリケイ紙をはがし、新
設サッシの開口部にはめ込んでくださ
い。左右のチリ寸法を合わせ、水平、垂
直を確認してください。

※かい木、または、施工調整スペーサー
（別売品）を用いて調整してください。
③室外側はカバーモールに同梱の㋑丸
木ねじでサッシを取付けてください。

④室内側は新設サッシに同梱の部品セッ
ト内の皿木ねじで新設サッシを取付け
てください。（引違いサッシの場合の
み）

③開口部周りの防水処理をしてください。
※追加木枠と既設サッシのつなぎ目にアルミ箔付防水テープ
（有償品）を張付けしてください。
※アルミ箔付防水テープは、下方から上方の順番❶～❹で張付
けし、重ね合わせ部、部材との取合い部などは浮き・すき間無く
張付けてください。

※既設サッシの形状に合わせ、事前に防水テープを折り曲げるか、
または、幅を張付け面に合わせてカットして張付けてください
（B部）。

●アルミ箔付防水テープは右図を参考に、躯体内へ水
が流れないように防水処理してください。漏水の原
因になるおそれがあります。

注　意!

●アルミ箔付防水テープ張付けの際には、必ず手袋の
着用をしてください。アルミ箔付防水テープには鋭
利な部分があるため、ケガをするおそれがあります。

注　意!

■止水シール材取付け個所

室内側

止水シール材

止水シール材

新設サッシ

室内側

止水シール材

※下側の追加木枠の上面には防水テープがかからないよう
に張付けてください（A部）。新設サッシの転びの原因にな
ります。

お願い

防水テープ

既設サッシ

防水テープ
追加木枠 追加木枠

既設サッシ

B部
Ａ部

かい木

㋑丸木ねじ
　φ3.5×25

かい木かい木

㋑丸木ねじ φ3.5×25

新設サッシに同梱のねじ
（引違いサッシのみ）

新設サッシに同梱のねじ
（引違いサッシのみ）
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●新設サッシ釘打ちフィン周りと防水テー
プのつなぎ目をシーリングしてくださ
い。サッシ取付けのねじ頭がシール材か
ら出ないように、確実にシーリング処理し
てください。

2新設サッシ周りのシーリング処理

注　意!

●シーリング処理は、サッシ取付け
ねじ頭がかくれるまで行ってくだ
さい。上下枠と縦枠の取り合い部
は、枠シーラーの根元まで行って
ください。躯体内漏水のおそれが
あります。

3カバーモールの取付け

1カバーモールの組立て

①カバーモールを取付け位置にあてがい、カバーモール先端が当たらないこ
とを確認してください。先端が当る場合は、カバーモールを切断して長さ調
整してください。（切断しやすいようにＶ溝がついています）

※新設サッシからのカバーモールの出幅が75mm以上の場合は、モール見
込延長材（有償品）を使用して、新設サッシへのかかり代を伸ばしてくださ
い。

②モール見込延長材を使用する場合は、図のようにかん合（A部）し、下側から両
端50ｍｍでφ2.5の下穴をあけ、同梱されているねじで両端部を連結しま
す。次に中間部に350mm以下でφ2.5の下穴をあけ、同梱されているねじ
で連結してください。

シーリング材

アルミ箔付
防水テープ

かかり代出幅

※必要に応じてカバーモール先端を
　切断して調整してください。

Ａ部 詳細図

Ａ部

取付けねじ

モール見込
延長材

φ2.5ドリル

縦枠

上下枠

シーリング材

下穴 φ2.5

カバーモール

取付けねじ

モール見込延長材

35
0

35
0

35
0

50

50

※「のらないでください」ラベルが張られているモール見込延長材が下モール用になります。

カバーモール

モール見込延長材

枠シ̶ラー
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■乾式シーリング材（有償品）を使用する場合
　新設サッシからのカバーモールの出幅が65mm以下の場合は、カバーモールに乾式シーリング材を張付けてください。（下図参照）
新設サッシからのカバーモールの出幅が65ｍｍ超の場合は、新設サッシに乾式シーリング材を張付けてください。（下図参照）

（入隅用の場合）

乾式シーリング材

乾式シーリング材

カバーモール

③縦モール端部に㋩端部キャップを取付けてください。
端部キャップと縦モールのガイド穴、横モールのタッ
ピングホールの位置を合わせ、㋥モール組立てねじで
組立てます。

●排水経路を確保するため、下部の端部キャップ
には、プッシュボタンを取付けないでくださ
い。取付けた場合、排水できなくなるおそれ
があります。

注　意!

④縦モールの側面の丸穴（8個所）および、上側の端部
キャップ上面の丸穴（2個所）に㋭プッシュボタンを取
付けてください。

※モール見込延長材が取付けられている場合は、
「のらないでください」ラベルが張られている側が
下モールになります。

■乾式シーリング材の張付け位置（65ｍｍ超の場合）

■乾式シーリング材の張付け位置
　（65ｍｍ以下の場合）

横モール

出幅

乾式シーリング材

乾式シーリング材

乾式シーリング材

横モール㋣端部キャップ
   入隅用

横モール㋩端部キャップ

縦モール

下モール

上モール

㋭プッシュボタン
  （φ8用）

㋥ナベタッピンねじ
  （2種）φ4×35（G5）

㋥ナベタッピンねじ
  （2種）φ4×35（G5） 

入隅用縦モール縦モール
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4シーリング処理
●図の指定の個所へシーリング処理をしてください。縦モールの下側および、下モールの下側はシーリング処理しないようにしてくださ
い。モール内に入った水が溜まる場合があります。

※縦モールと横モールとの取合い部にすき間がある場合は、シーリング処理してください。

※モール下側はシーリング処理をしないでください。

●漏水の原因になるおそれがあります
ので、下記事項をお守りください。

・シーリング材を使用する場合には、
１成分形変成シリコーンタイプを
使用してください。

・シーリング材指定のプライマーを
使用してください。

注　意!

シーリングしない

シーリング材
※乾式シーリング材を
　使用する場合は
　シーリング処理は
　必要ありません。　

シーリング材
シーリング材 シーリング材

シーリング材
※乾式シーリング材を使用する場合は
　シーリング処理は必要ありません。　

3ねじカバーの取付け
●カバーモールに、ねじカバーをはめ込んでください。

ねじカバー

カバーモール

2カバーモールの取付け
①新設サッシ上枠の両端と中央にへチリ出しブロックを設置し
てください。乾式シーリング材を使用する場合は、取付け不
用です。
②新設サッシとカバーモールの上下左右のチリ寸法を確認し、カ
バーモールの取付け穴位置に合わせて、壁面にφ3.6の下穴を
あけ、シール材を注入してください。㋺モール取付けねじで、
カバーモールを取付けてください。

●必ず下穴へシール材を充てんしてから、ねじを取付
けてください。漏水の原因になるおそれがあります。

注　意!

（入隅用の場合）

シーリング材

横モール

シーリング
㋺ナベタッピンねじ
　（1種）φ5×90 φ3.6ドリル

へチリ出しブロック
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5室内造作材の取付け（別売品）

内観図

（
ア
）

（イ）

（
ア
）

（イ
）

1DS窓枠の採寸
①DS窓枠の溝間の寸法（ア）、（イ）（下図参照）を採寸してください。

2ケーシングの切断
①奥行き調整材をカバーモール用ケーシングに取付けます。
※足の短い方に奥行き調整材を取付けてください。

②切断します。
※切断する際は、受け木を入れてから切断してください。

③縦枠の足の部分に右図の寸法にて切欠きをしてください。
※四方枠の場合は上下に上記の切欠きを行ってください。

9
5

〈縦枠・横枠切断寸法算出方法〉

縦枠切断寸法

横枠切断寸法

（ア）＋210

（イ）

四方枠

奥行き調整材

カバーモール用
ケーシング 奥行き調整材

※奥行き調整材の取
　付け方向に気を付
　けてください。

のこ歯

受け木
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3ケーシングの取付け
①枠のケーシング溝へケーシング
を差込みます。
※壁面とすき間が生じる場合は、
すき間の寸法分足を切詰めます。

奥行き
調整材

■A部詳細図

A

A＋
1

切詰め

A
＋
1

※縦・横ケーシングの足が一律にケーシングの溝
に5mm以上かかるようにしてください。

②ケーシングの取付け後のガタツキをな
くすため、旧窓枠の室内側の四周外側
に、同梱されているかい木を右記の図の
要領にしたがってカクシ釘にて壁に固
定してください。
※かい木を取付ける際、ケーシングが取付
けられるかを予め確認してください。
ケーシングが取付けられなくなる場合
は、かい木を薄く切断して取付けてくだ
さい。

かい木（L=150程度に切断する）

ケーシング

かかり寸法
5mm以上

A部

奥行き調整材
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③右下図のアミ掛け、ケーシングの足部にまんべんなく木工用接着剤（現場手配）を
塗布した後、すき間、ズレの調整を行い、ケーシングを固定してください。
※仮止めをする場合は、専用カクシ釘をご使用ください。

カバーモール用
ケーシング

室内側

木口テープ
奥行き調整材

4調整方法
①壁の不陸などにより、壁との間にすき間ができた場合は、奥行き調整材に
て下図に示すように調整してください。

②

③

③

⑤

⑤

⑦

①

⑧

■専用カクシ釘の使用方法
●各部名称

●仮止めする場合

④

⑦

⑥

④

⑥

①

②
③

④
⑤

①釘頭　②切断筋　③抜止め筋
④残留釘　⑤弾力材　⑥接着材
⑦部材　⑧パッチャルペンシル材

　釘頭①を打込むと切断筋②は部材
⑦に入り込みこれで仮止め完了です。

●仮止めする場合
　接着完了後、弾力材⑤を横からた
たいて折付けます。
　抜止め筋③が働き「本止め」となり
ます。 5木口テープの張付け

①縦枠端部に木口テープを張り、基材
の露出部を隠してください。
　この時、木口テープがうまく接着で
きるよう、端材などであらかじめす
き間を埋めておいてください。

※木口シールは現場の寸法に合わせて
切断してご使用ください。（奥行き
調整により、若干切断寸法が変わっ
てきますので、現場に合わせて切断
してください。

15

1
2

3

ケーシング

端材
（図のように接着剤にて
張付けてください）

木口シール

段差のないようにしてください

現場の寸法に合わせてこの
部分を切断してください

見切りを動かし、すき間を隠す

かい木

奥行き調整材

すき間が発生

DS窓枠
既存窓枠

かい木

奥行き調整材

DS窓枠
既存窓枠

木工用接着剤（現場手配）
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■汎用カットモール取付け順序

※新設サッシ取付け前に、開口下枠に水切りを仮
固定します。

①水切りは、外壁面から5mm以上はみ出すよう
にしてください。カットモールをあてがい、水切
り先端が当たる場合は、水切りを切断して長さ
調整してください。（切断しやすいように溝が
ついています）

②躯体内漏水防止のため、水切り上部～躯体間
の防水処理（アルミ箔付防水テープ張付け）を
してください。
③モール下側からの水侵入を防止するため、水
切り下側と壁切断面の間に、シーリング処理し
てください。

1既設サッシの取外し

2水切りの取付け

●外壁切込み作業中は、必ず保護めがねおよ
び防塵マスクを着用してください。粉塵を吸
い込むと健康を害するおそれがあります。

注　意!

既設サッシ

墨出し線

外壁材

ダイヤモンド
カッター

②釘・ねじなどを取外し、既設サッシ全体
を躯体から取外します。
※サイディングの場合、既設サッシのフィ
ン周りにカッターを入れ防水テープに
切れ目を入れてから取外してください。

③躯体の状態（腐り）・水平・垂直を
確認してください。必要に応じて
補強などを行ってください。

窓台

まぐさ

下地材

柱

窓台
下地材

※面を合わせる

柱

窓台

下げ振り

水準器

①墨出し線に沿って、ダイヤモンドカッ
ターで外壁材を切込みます。
※カット巾は既設サッシ外面から
50mmの範囲としてください。

室外側

※墨出し線に
沿って切込
みます。

室
外
側

室
外
側

既設サッシ

【上枠部】

【下枠部】

【縦枠部】

※コーナー部にダイヤモンドカッターを入れる場
合は、必ずコーナー部手前で切込みを止め、墨
出し線をこえないようにしてください。

お願い

※柱とまぐさ・窓台の面がズレている場合は、面
を合わせてください。
※水切り・新設サッシのねじ止め
　位置に下地材がない場合
は、下地材を造作
　してください。

既設サッシ

5
0

5
0

既設サッシ

既設サッシ50

室
外
側

5mm以上

シーリング処理
水切り

水切り

アルミ箔付防水テープ

窓台

0～35mmの
範囲で取付け

新設サッシ
取付け枠

水切り
室外側
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3新設サッシの取付け

■防水処理個所

①新設サッシの取付けは、モールセット同梱の㋑丸木ねじで取付けてください。
　（新設サッシに同梱のスクリュー釘は使いません）
※下枠取付け穴に水切りが重なる場合、サッシ躯体穴位置に合わせてφ3.6で穴あけ
加工してください。
※下穴はアルミ形材までとし、躯体木部までは開けないでください。新
設サッシ取付けねじが効かなくなります。
<引違いサッシの場合>
②室内側は、新設サッシに同梱の部品セット内の皿木ねじで新設サッシ
を取付けてください。

※サッシ下枠・水切り・サッシ縦枠部の防水処理は下図を参
考に、躯体内へ水が流れないように防水処理してください。

お願い

●漏水の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・シーリング材を使用する場合には、１成分形変成シリコーンタイプを
使用してください。

・シーリング材指定のプライマーを使用してください。
・シーリング処理はアルミ箔付防水テープとつながるようにしてください。
・防水テープは必ずアルミ箔付防水テープ（有償品）を使用してください。

注　意!

❶

❹

❸ ❷

アルミ箔付
防水テープ

アルミ箔付
防水テープ

【下枠部】 【縦枠部】 【上枠部】
通気工法納まり

【上枠部】
モルタル納まり

三角シール

防水紙

①

②

窓台

サッシフィン

サッシフィン

水切り

シーリング

①

②

アルミ箔付
防水テープ

シーリング

アルミ箔付
防水テープ

防水テープは
防止紙に重ねて
張付けてください

※防水紙が切れている場合は、シールして
　防水テープとつなげてください。

※モルタルの切断面は
　塞がないでください。

③新設サッシ取付け後、開口部周りの防水処理をしてください。
※通常のサッシ取付けと同様、サッシフィンにアルミ箔付防水テープ（有償品）を張付けしてください。
※アルミ箔付防水テープは、下方から上方の順番❶～❹で張付けし、重ね合わせ部、部材との取合い部などは浮き・すき間無く張付けして
ください。
※モルタルの場合、上枠部はアルミ箔防水テープと木ずり部を三角シーリングしてください。その際、外壁裏の排水経路を確保するため、
モルタルの切断面は塞がないでください。（下図防水処理個所を参照）
※縦枠壁切断面をシーリング処理してください。

水切り ㋑丸木ねじφ3.5×25

新設サッシに同梱のねじ
（引違いサッシのみ）

アルミ箔付
防水テープ

水切り

新設サッシ

サッシ取付け穴位置
φ3.6ドリル
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4カットモールの取付け
1カットモールの組立て

2カットモールの取付け

①縦モール端部に㋩端部キャップを取付けてください。
　端部キャップと縦モールのガイド穴、横モールのタッピングホー
　ルの位置を合わせ、㋥モール組立てねじで組立てします。

①新設サッシ上枠の両端と中央にへチリ出しブロックを設置してく
ださい。乾式シーリング材を使用する場合は、取付け不用です。
②新設サッシとカットモールの上下左右のチリ寸法を確認し、
カットモールの取付け穴位置に合わせて、壁面にφ3.6の下穴
をあけ、シール材を注入してください。㋺モール取付けねじ
で、カットモールを取付けしてください。

3ねじカバーの取付け
●カットモールに、ねじカバーをはめ込んでください。

㋺ナベタッピンねじ
　（1種）φ5×90

カットモール

シーリング

へチリ出しブロック

φ3.6ドリル

カットモール

ねじカバー

●排水経路を確保するため、下部の端部キャップに
は、プッシュボタンを取付けないでください。取付け
た場合、排水できなくなるおそれがあります。

注　意!

②縦モールの側面の丸穴（8個所）および、上側の端部キャッ
プ上面の丸穴（2個所）に㋭プッシュボタンを取付けてくだ
さい。

縦モール

下モール

上モール

㋭プッシュボタン
　（φ8用）

■乾式シーリング材（有償品）を使用する場合
　新設サッシからのカットモールの出幅が33mm以下の場合は、カットモールに乾式シーリング材を張付けてください。（下図参照）
　新設サッシからのカットモールの出幅が33ｍｍ超の場合は、 新設サッシに乾式シーリング材を張付けてください。（下図参照）

●必ず下穴へシール材を充てんしてから、ねじを取付
けてください。漏水の原因になるおそれがあります。

注　意!

■乾式シーリング材の張付け位置（33mm超の場合）

■乾式シーリング材の張付け位置
　（33ｍｍ以下の場合）

乾式シーリング材

乾式シーリング材

カットモール

横モール

出幅
乾式シーリング材

乾式シーリング材

乾式シーリング材

横モール

縦モール

㊁ナベタッピンねじ
　（2種）
　φ4×35（G5）

㋩端部キャップ
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5シーリング処理
●図の指定の個所へシーリング処理をしてください。縦モールの下側および、下モールの下側はシーリング処理しないようにしてくださ
い。モール内に入った水が溜まる場合があります。

※縦モールと横モールとの取合い部にすき間がある場合は、シーリング処理してください。

※モール下側はシーリング処理をしないでください。

●漏水の原因になるおそれがありますので、下記事項を
お守りください。

・シーリング材を使用する場合には、１成分形変成シリ
コーンタイプを使用してください。
・シーリング材指定のプライマーを使用してください。

注　意!

室内側

①旧額縁の内々寸法を測り、
内装調整アングルを測定寸
法に切断します。
※左右均等に切断してくださ
い。
②旧額縁と新しいサッシとの
すき間に木片を入れて固定
します。
③内装調整アングルを新しい
サッシにすき間なく突当て、
皿木ねじで旧額縁に固定し
ます。

①取付け済みの内装調整アン
グルの内々寸法を測り、内装
調整アングルを測定寸法に
切断します。
※上下均等に切断してくださ
い。
②旧額縁と新しいサッシとの
すき間に木片を入れて固定
します。
③内装調整アングルを新しい
サッシにすき間なく突当て、
皿木ねじで旧額縁に固定し
ます。

皿木ねじφ3.5×20

旧額縁

内装調整
アングル

木片

6内装調整アングルの取付け

室内側

【横断面図】

【縦断面図】

内装調整
アングル（上）

内装調整
アングル（下）

※内装調整アングルを新しい
　サッシに突当てる。

※内装調整
アングル
を新しい
サッシに
突当てる。

室内側

旧額縁

木片
皿木ねじ
φ3.5×20

内装調整
アングル（縦）

上下枠側内装調整
アングル測定寸法

2.52.5

旧額縁

皿木ねじ
φ3.5×20

皿木ねじ
φ3.5×20 縦

枠
側
内
装
調
整

ア
ン
グ
ル
測
定
寸
法

2
.5

2
.5

木片

木片

7

シーリングしない

シーリング材
※乾式シーリング材を
　使用する場合は
　シーリング処理は
　必要ありません。　

シーリング材

シーリング材
※乾式シーリング材を
　使用する場合は
　シーリング処理は
　必要ありません。　

シーリング材 シーリング材
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■参考納まり図
【汎用カバーモール】
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追加木枠（別途）

シーリング
（別途または有償品）

アングルカバー（有償品）

アルミ箔付防水テープ（有償品）

止水シール材（有償品）

乾式シーリング材（有償品）
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■テラスタイプ下部
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■参考納まり図
【汎用カットモール】
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新設サッシW
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